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マイワシ　豊漁
　３月から境漁港でマイワシが豊漁です。
　３月から４月15日までに、市役所に
１２回の大漁旗が掲揚されました（大漁旗
は1000トン以上の水揚げの日に掲揚）。
　漁港は活気にあふれ、店頭には脂の乗っ
た新鮮なマイワシが多く並んでいます。海
の恵みに感謝し、豊漁が続くことを期待し
ています。

『環日本海オアシス都市』  ～ 笑顔あふれる 日本一住みたいまち境港 ～
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援

　境港市では、オミクロン株の感染拡大などの影響を受けている地域経済や市
民生活を支援するため、市内取扱店舗（飲食店含む）で利用できる「地元で買
おう！食べよう！さかいみなと応援券」を発行し、５月上旬にかけて各世帯に
送付しています。
　コロナ禍の今こそ、この応援券も使って、地元のお店を積極的に利用して、
さかいみなとの事業所を応援しましょう！

▼送付対象者

４月１５日現在、境港市内に住民登録がある人

▼送付冊数

送付対象者１人につき１冊

（世帯主あてに、世帯員分をまとめて送付しています。）

▼金　額

１冊５，０００円分

　（５００円券×１０枚つづり）

※市内取扱店舗での買物や食事など

　の際に利用できます。

※冊子から券を切り離す際は、ミシン目

　に沿って切り離してください。

▼利用できる店舗

　応援券に同封している取扱店一覧または市ホームページ

でご確認ください。

※利用できる店舗は、随時更新します。応援券に記載の

　ＱＲコード（右記と同じもの）を読み込んで確認できます。

▼利用期限

１０月３１日（月）まで

▼問い合わせ先

水産商工課　商工振興係　☎４７－１０５６

取扱店舗を募集しています！
　引き続き、さかいみなと応援券の取扱店舗を募集しています。
募集要項・申請書類など、詳しくは市ホームページをご覧いた
だくか、水産商工課（☎４７－１０５６）までお問い合わせく
ださい。

「地元で買おう！食べよう！さかいみなと応援券」
を送付しています
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、さまざまな困難に直面した人々が、速やかに生活・暮らしの支

援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対し1世帯当たり１０万円の臨時特別給付金を給付しています。

▼給付対象となる世帯

（１）住民税非課税世帯

◇対象世帯

　基準日（令和３年１２月１０日）に境港市に住民票がある人で、世帯全員の令和3年度分の住民税が非課税である世帯。

◇手続き

・世帯全員が、令和３年１月１日以前から境港市にお住まいの場合

　　対象と思われる世帯には、２月下旬に、支給要件等の確認事項を記載した「確認書」を郵送しています。

　「確認書」の内容を確認して、必要事項をご記入のうえ、必要書類等と一緒に５月２０日（金）までに返送してください。

・世帯の中に、令和３年１月２日以降に境港市に転入した人がいる場合

　　給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書に必要事項を記入して、非課税証明書等の添付書類とともに９月

　３０日（金）までに提出してください。

（２）家計急変世帯

◇対象世帯

　(1)に該当しない世帯のうち、申請時点で境港市に住民票がある人で、令和3年1月以降に新型コロナウイルス感

染症の影響を受けて家計が急変し、任意の１カ月の世帯全員それぞれの給与、事業、不動産、年金所得の合計を１２倍

した額が非課税相当額である世帯。※遺族、障がい年金等の非課税年金は含みません。

◇手続き

　給付金を受け取るには、申請が必要です。

　申請書に必要事項を記入して、収入額が確認できる添付書類とともに９月３０日（金）までに提出してください。

　詳しくは、問い合わせ先へご相談ください。

　※申請に必要な書類は臨時特別給付金窓口にそろえているほか、市ホームページからダウンロードできます。

※（１）、（２）いずれも住民税均等割が課税されている人の扶養親族等のみからなる世帯を除きます。

▼給付額　１世帯当たり１０万円（支給は１世帯１回限りです）

　　　　　※原則として世帯主が受給権者となります。上記（１）と（２）の重複受給はできません。

▼問い合わせ先　臨時特別給付金担当窓口　（市役所分庁舎第6会議室）　☎４６－０２５１　FAX４２－５９８７

新型コロナウイルスに関する事業者支援
▼各種支援金のご案内

　国や県の各種支援金の申請期限が迫っています。申請をお考えの人は忘れずに申請してください。

支援金名 申請期限 主な要件 問い合わせ先

国 事業復活支援金 ５月３１日（火）

令和３年１１月から令和４年３月まで
のいずれかの月の売上が、平成３０年
から令和３年までの間の任意の同じ月
と比較し、５０％以上または３０％以
上５０％未満減少していること　など

事業復活支援金相談窓口
☎０１２０－７８９ー１４０

県 コロナ禍再生応援金 ５月２７日（金）

令和２年１１月から令和４年３月まで
の間の任意の連続する１２カ月の売上
が、前年または前々年の同期間と比較
し、２０％以上減少していることなど

鳥取県コロナ禍再生応援金
コールセンター
☎０８５７－２６－７９７１

県
オミクロン株
影響対策緊急応援金

５月３１日（火）

令和４年１月・２月の売上の合計額が、
平成３１年から令和３年までのいずれ
かの年の同期間と比較し、３０％以上
減少していること　　　　　　　など

鳥取県オミクロン株
影響対策緊急応援金
コールセンター
☎０８５７－２６－８６３４

▼相談窓口のご案内
　国や県の各種支援金などの相談・申請を社会保険労務士などがサポートします。（３日前までに電話予約してく
ださい）
　鳥取県西部総合事務所内（米子市糀町１丁目１６０）
　☎３１－９６３７（平日の午前８時３０分～午後５時１５分）

3　令和４年５月



補助制度
（３）空家除却支援事業費補助金

　利活用の見込みのない空家が危険な状態になる前に解体する場合、解体に必要な費用の一部を助成します。

（５年間の期間限定）

対 象 者 市内の空家を所有または管理する者

対 象 建 築 物 空家となってから１年以上が経過した市内にある住宅

対 象 経 費 空家の解体、撤去、廃材等の処分および跡地の整地に要する経費

※家財道具等の処分費は除く

補 助 率 対象経費の５分の４

限 度 額 ６０万円

そ の 他 《重要》上記以外にも諸条件があります。事前に補助対象事業に該当するかの確認を行い

ますので、申請前に必ずご相談ください。

　なお、本補助制度は、令和３年度から令和７年度までの５年間限定の制度です。

　また、空家の解体後３年間は、毎年減免の申請をされて承認されると、土地の固定資産税額が除却前の税額と

同程度に据え置かれます。
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さ
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《共通事項》

◇各事業とも、予算の範囲内で交付しますので、申込多数の場合は、受け付けできない場合があります。

◇申請前に契約・工事をしてしまうと、交付が受けられなくなる可能性がありますので、必ず事前に下記

　までご相談ください。

◇市ホームぺージにも、補助制度の内容を掲載しておりますので、ご確認ください。

▼申請・問い合わせ先

〒６８４－８５０１　境港市上道町３０００番地（別館２階）　境港市建設部都市整備課　空家対策推進室

　☎４７－１０１５　　Mail toshiseibi@city.sakaiminato.lg.jp

（２）空家利活用移住定住奨励金
　（１）の補助金を活用して改修された空家を利活用する、県外

から移住された人に対して奨励金を交付します。

空家に関する
　増え続ける空家が原因となって生じる諸問題を緩和し、安心安全な生活環境を確保することを目的

として、空家の利活用や除却に関する補助制度を設けています。ぜひご活用ください。

　売買や賃貸借、移住など、空家を利活用することを目的として改修を行った場合、改修工事にかかった費用の一部

を助成します。

対 象 者 次のいずれかに該当する者

①県内に在住する個人（工事完了後3カ月以内に県内に移住する者を含む）

②県外に在住する個人（相続により取得した場合に限る）

③県内に主たる事務所または活動拠点を置く団体

④県内に本店を置く事業者（個人事業者を含む）

対 象 建 築 物 市内に所在する一戸建て住宅または長屋建て住宅（共同住宅、重層長屋は除き、店舗併用

住宅を含む）で、次のいずれかに該当する建物

①建築後３０年以上経過した１年以上利用がない空家

②建築後３０年未満で２年以上利用がない空家

（①②共通：すでに不動産業者との媒介契約が締結されているもの、または不動産業者が

所有するものにあっては２年以上利用がない空家）

③空家になってからの期間が連続して５年以上の空家

対 象 経 費 次に掲げる経費の合計（②の経費の合計は①の経費の１／２を上限とします）

①空家の利活用に必要な改修工事費用

（対象者自らが改修を行う（DIY施工）場合は材料購入費に限る）

②改修工事に必要な設計費用、外構整備費用、家財道具撤去費用

補 助 率 対象経費の2分の 1

限 度 額 住宅として活用する場合９０万円（住宅以外は１５０万円）

そ の 他 《重要》上記以外にも諸条件があります。事前に補助対象事業に該当するかの確認を行い

ますので、申請前に必ずご相談ください。

・改修後10年以上利活用に供すること。

・補助事業者自らが入居する場合を除き、空き家情報バンクに登録すること。

（売買契約または賃貸借契約を締結する場合は除く）

（１）空家利活用流通促進事業費補助金

２０万円（定額）

5　令和４年５月



『 環 日 本 海 オ ア シ ス 都 市 』
～笑顔あふれる 日本一住みたいまち 境港～　をめざして

境港市まちづくり総合プラン（第１０次境港市総合計画）を策定

　本市の特性を生かした将来都市像「環日本海オアシス都市 ～笑顔あふれる 日本一住みたいまち 
境港～」の実現に向け、今後５年間のまちづくりや行政運営の指針となる「境港市まちづくり総合
プラン（第１０次境港市総合計画）」を策定しました。
　令和４年度～令和８年度を計画期間とし、２つのまちづくりの基本理念のもと、５つの基本目標
と具体的施策を展開することにより、将来都市像の実現に向けて取り組んでいきます。

◎まちづくりの基本理念

〇魅力と活気に満ちたまち

　重要港湾「境港」、特定第三種漁港「境漁港」、国際空港「米子鬼太郎空港」という重要な社会基盤で
ある３つの「港」や日本有数の水揚量を誇る水産資源、水木しげるロードや海などの観光資源を生かし、
産業振興や観光振興を図ることで、市民や本市を訪れる人の笑顔があふれ、賑わいのある活気に満ちた
まちづくりを目指します。

〇心豊かに、共に生き、支え合うまち

　福祉、教育環境の向上に努め、子どもから高齢者まであらゆる世代、障がい者や外国人など全ての人々
が、互いを尊重し合い、支え合う共生社会の実現とともに、他の地域との連携による共生や自然との共
生を図り、笑顔があふれ、安心・安全な共生のまちづくりを目指します。

◎将来都市像

『環日本海オアシス都市』
～笑顔あふれる 日本一住みたいまち 境港～

　重要な社会基盤である港湾、漁港、空港の３つの「港」と水産資源、観光資源を生かしたまちづくり
に加え、魅力と活気に満ちあふれ、心豊かに、安心・安全な共生のまちづくりに取り組み、ウィズコロナ・
アフターコロナを見据え、本市の特性を生かし、砂漠の中の「オアシス」のように国内外から人やもの
が寄り集まり、笑顔があふれるまちになることを目指します。

　境港市まちづくり総合プラン（第１０次境港市総合計画）の全文については、市ホームページに掲載し
ています。
　　　　　　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=112323

▼問い合わせ先
　地域振興課　企画係　☎４７－１０２４   Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

市報さかいみなと　6



　将来都市像実現のための基本目標

基本目標１　誰もが安心して元気に暮らす支え愛のまちづくり

（具体的施策）
①出会いから妊娠・出産に至るまでの支援　　　　　⑥高齢者が地域で元気に生活できる体制の構築
②保育環境・保育サービスの充実　　　　　　　　　⑦障がいのある人が地域で安心して暮らせる社会の構築
③家庭に寄り添った子育て支援の推進　　　　　　　⑧多文化共生社会の実現
④子育てと仕事の両立の推進　　　　　　　　　　　⑨互いの人権を尊重する社会の実現
⑤市民の健康づくり（健康寿命の延伸）の推進　　　⑩生活困窮者に対する支援の充実

基本目標２　さかな・鬼太郎・港を生かしたまちづくり

（具体的施策）
①さかな・鬼太郎を核とした観光振興　　　　　　　⑥白ねぎを核とした農業振興
②みなとや海辺等を生かした賑わいづくり　　　　　⑦伝統的地域資源「伯州綿」のブランド化
③東アジアのゲートウェイ「境港・米子鬼太郎空港」⑧企業誘致や創業支援の推進
　の利用促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨地元企業の振興（販路拡大・事業承継の支援など）
④境漁港の高度衛生管理型漁港・市場整備の促進　　⑩地域資源を生かすための中海・宍道湖・大山圏域
⑤鮮魚・加工品・産地境港のブランド化と情報発信　　で連携した取組の推進
　の推進

基本目標３　地域を担う人を育むまちづくり

（具体的施策）
①学校を支える教育環境の充実
②新しい時代を生き抜く力を育む学校教育の推進
③ふるさと境港への愛着を育む教育や活動の推進
④文化芸術活動の推進
⑤図書館機能の強化による読書活動や各種支援の充実
⑥生涯学習・スポーツの推進

基本目標４　自然と共に安全で住みよいまちづくり

（具体的施策）
①持続可能な脱炭素社会の実現
②他に誇れる海や海辺との共生
③快適な生活環境づくり（空家の解体促進・防犯対策など）
④空家の利活用などによる地域の賑わいづくり
⑤地域の特性などに応じた土地利用
⑥市民生活に密着した都市基盤の整備
⑦地域防災力の強化・充実
⑧防災・危機管理体制の強化・充実

基本目標５　未来につけを回さないまちづくり

（具体的施策）
①協働・市民参加によるまちづくりの推進
②分かりやすい広報と積極的な広聴
③デジタル化の推進
④自立・持続可能な財政基盤の堅持

7　令和４年５月



▼問い合わせ先

　財政課　財政係　☎47－1012

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 38 億 1,266 万円 38 億 9,010 万円 102.0％

地 方 交 付 税 37 億 5,395 万円 38 億 6,493 万円 103.0％

国・県支出金 81 億 7,487 万円 54 億 1,803 万円 66.3％

市 債 14 億 8,231 万円 07 億 941 万円 47.9％

そ の 他 71 億 3,708 万円 57 億 1,091 万円 80.0％

合 計 243 億 6,087 万円 195 億 9,338 万円 80.4％

総務費（執行率：82.9％）

予算現額　25億 2,109 万円

支出済額　20億 8,919 万円

民生費（執行率：83.2％）

予算現額　70億 4,364 万円

支出済額　58億 5,999 万円

衛生費（執行率：73.2％）

予算現額　18億 2,576 万円

支出済額　13億 3,667 万円

商工費（執行率：79.5％）

予算現額　36億 4,390 万円

支出済額　28億 9,807 万円

その他（執行率：85.1％）

予算現額　 8億 9,037 万円

支出済額　 7億 5,738 万円

公債費（執行率：99.4％）

予算現額　12億 8,576 万円

支出済額　12億 7,764 万円

教育費（執行率：68.5％）

予算現額　51億 8,519 万円

支出済額　35億 5,112 万円

土木費（執行率：52.7％）

予算現額　19億 6,516 万円

支出済額　10億 3,549 万円

一般会計歳出
予算現額：243 億 6,087 万円

支出済額：188 億 555 万円

　　　　　（執行率：77.2％）

一般会計歳入

財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は令和３年度予算の執行状況や市債の状況

などについてお知らせします。

　なお、金額等は令和４年３月３１日現在のため、決算とは異なります。

　（決算日：令和４年５月３１日）

（令和４年３月３１日現在）

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 115,497 円 249,536 円

人口

　33,011 人

世帯数

　15,279 世帯

国民健康

保 険 税
92,114 円 134,094 円

被保険者数

　6,002 人

対象世帯数

　4,123 世帯

市民の税負担状況

予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 率

5 億 5,287 万円 5億 7,843 万円 104.6％

国民健康保険税の収入状況
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境 港 市 の　

用
語
の
説
明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
市
の

借
金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
な
ど

に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
な
ど
に
関
す
る
経
費

で
す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
な
ど
で
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 116 億 6,568 万円

下水道事業費特別会計 110 億 6,959 万円

そ の 他 特 別 会 計 5億 6,289 万円

合 計 232 億 9,816 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 25 億円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 33 億 5,648 万円
33 億 9,511 万円

31 億 1,249 万円

駐 車 場 費 ※ 7,840 万円
2,394 万円

7,266 万円

下水道事業費※ 24 億 9,710 万円
12 億 1,355 万円

19 億 5,900 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

   353 万円
100 万円

100 万円

介 護 保 険 費 39 億 6,338 万円
32 億 9,419 万円

35 億 2,035 万円

土地区画整理費※ 5,317 万円
5,215 万円

5,215 万円

市 場 事 業 費 ※ 8,410 万円
7,711 万円

5,971 万円

後期高齢者医療費 4億 4,954 万円
4億 2,527 万円

4億 3,143 万円

特別会計予算の執行状況 市債の現在高

一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３５３，３９１円

市有財産の状況

基金

52 億 6,805 万円

土地

1,827,469 平方㍍

建物

138,376 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 4,892 万円
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３
月
定
例
市
議
会
が
２
月
25
日
か

ら
３
月
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
に
は
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
令
和
４
年
度
予
算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
７

７
億
２
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
10
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
、
２
７
５
億
３
１
７
２
万
２

千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
５
・
９
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
市
報
４
月
号

　

別
冊
「
境
港
市
の
予
算
」
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
１
５
１

万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

２
２
０
億
２
１
１
６
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
事
業
》

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
速
な
感
染
拡

大
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
地
域
経
済
や
市
民
生
活
の

下
支
え
と
し
て
、
家
計
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
市
内
飲
食
店
や
店
舗

等
で
の
消
費
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
全
市
民
に
、
買
い
物
や
食
事
の

際
に
使
用
で
き
る
応
援
券
を
一
人
に

つ
き
５
千
円
配
布
す
る
た
め
の
経
費

１
億
７
８
１
８
万
円
余
、
市
内
で
の

消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
本
市
の
観

光
施
設
等
に
教
育
旅
行
な
ど
で
訪
れ

る
山
陰
両
県
の
小
中
学
校
お
よ
び
高

等
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
ク
ー
ポ
ン

券
を
一
人
に
つ
き
千
円
配
布
す
る
た

め
の
経
費
７
１
０
万
円
余
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
以
外
の
事
業
》

【
議
会
費
】

　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
よ
り
、

新
た
に
２
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
議
員
報
酬
17
万
円
余
を

増
額
。

【
総
務
費
】

　

後
年
度
の
公
債
費
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
減
債
基
金
へ
の
積
立
金

１
億
４
３
４
４
万
円
余
、
転
出
・
転

入
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
３
６
３
万

円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

共
同
生
活
援
助
の
利
用
者
の
増
加

な
ど
に
伴
う
、
障
が
い
者
自
立
支
援

給
付
費
２
０
７
２
万
円
余
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
な

ど
に
伴
う
、
障
が
い
児
通
所
支
援
費

１
３
４
６
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

国
の
１
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、

農
業
委
員
等
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等

で
活
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
購

入
費
16
万
円
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

土
地
区
画
整
理
費
特
別
会
計
を
清

算
し
、
本
年
度
末
で
廃
止
す
る
た
め
、

同
会
計
へ
の
繰
出
金
２
３
２
５
万
円

余
な
ど
を
増
額
す
る
一
方
、
下
水

道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

３
９
０
万
円
を
減
額
。

【
教
育
費
】

　

燃
料
単
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
不

足
す
る
小
中
学
校
の
燃
料
費
お
よ
び

光
熱
水
費
１
４
０
０
万
円
余
、
国
の

１
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、
小
中
学

校
の
教
職
員
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
購
入
費
２
８
５
万
円
余
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
計

上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、
地
方

交
付
税
お
よ
び
基
金
繰
入
金
を
増
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
や
納
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
に
伴
う

各
種
事
業
な
ど
28
事
業
に
つ
い
て
、

新
た
に
繰
越
明
許
費
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
３
回
目
接
種
事
業
な
ど
３
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
限
度
額
を
増
額

し
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
13
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
９
５
万

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
２
０

億
３
３
１
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当

６
６
１
万
円
を
増
額
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
を

目
的
と
し
た
指
定
寄
附
金

の
受
領
に
伴
う
障
害
者
福
祉

基
金
へ
の
積
立
金
２
０
０
万

円
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
生
活
保
護
受
給
世
帯
等
の

経
済
的
な
負
担
を
緩
和
す
る

た
め
、
一
世
帯
当
た
り
５
千

円
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費

３
３
４
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
県
支
出
金
お

よ
び
寄
附
金
を
計
上
す
る
ほ

か
、
財
源
と
し
て
、
基
金
繰

入
金
を
増
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
な
ど
の
関
係
に
よ
り
、
年
度

内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
公

立
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
お
よ

び
水
産
関
係
看
板
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
新
た
に
繰
越
明
許
費
を
設
定
し

ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

国
民
健
康
保
険
基
金
へ
の
積
立
金

２
６
１
１
万
円
余
、
不
足
が
見
込
ま

れ
る
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
１

１
５
３
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
８

７
１
万
１
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
33
億
５
６
４
８
万
円
と
し
ま
し

た
。

３
月
定
例
市
議
会
報
告
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■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

渡
地
区
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
整

備
費
お
よ
び
竹
内
工
業
団
地
内
の
汚

水
枝
線
整
備
費
８
７
０
０
万
円
を
増

額
す
る
ほ
か
、
下
水
道
建
設
人
件
費

に
つ
い
て
、
市
債
借
入
の
増
額
に
伴

う
財
源
振
替
を
行
い
、
予
算
総
額
を

18
億
４
３
１
１
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
工
期
の
関
係
な
ど
に

よ
り
、
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困

難
で
あ
る
下
水
道
管
渠
事
業
な
ど
４

事
業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
を
新

た
に
設
定
し
ま
し
た
。

■
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業

費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

貸
付
見
込
み
に
伴
い
、
貸
付
金

２
５
０
万
円
を
減
額
す
る
一
方
で
、

同
会
計
を
清
算
し
、
本
年
度
末
で
廃

止
す
る
た
め
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出

金
92
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

３
５
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
な
ど
に
伴
う
、
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
３
３
７
万
円 

余
、
新
た
に
開
設
予
定
の
高
齢
者
向

け
サ
ロ
ン
の
準
備
経
費
等
に
対
す
る

助
成
金
97
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
３
８
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
39
億
６
３
３
７
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
土
地
区
画
整
理
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

同
会
計
を
清
算
し
、
本
年
度
末
で

廃
止
す
る
た
め
、
保
留
地
処
分
金
の

財
源
不
足
を
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
、
あ
わ
せ
て
、
財
源
振
替
を
行

い
ま
し
た
。

■
市
場
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

前
年
度
末
の
水
産
加
工
汚
水
処
理

公
社
か
ら
の
寄
附
に
伴
う
境
港
水
産

加
工
汚
水
処
理
場
整
備
基
金
へ
の
積

立
金
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
８
４
１
０
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

職
員
の
特
別
休
暇
に
、
不
妊
治
療

の
た
め
の
休
暇
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
・
部
分

休
業
の
取
得
要
件
か
ら
在
職
期
間
が

１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
除
く
な
ど

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し
の

た
め
の
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

市
の
条
例
で
定
め
る
手
続
で
、
押

印
の
規
定
が
残
る
「
境
港
市
職
員
の

服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
」
な
ど

５
つ
の
条
例
に
お
い
て
、
様
式
中
の

印
の
表
示
を
削
る
な
ど
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
境
港
市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

市
の
機
関
に
お
け
る
申
請
、
届
出

そ
の
他
の
手
続
等
に
関
し
て
書
面
等

に
よ
る
方
法
に
加
え
、
情
報
通
信
技

術
を
利
用
す
る
方
法
も
可
能
と
し
ま

し
た
。

■
境
港
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
休
団
に
関
す
る
条
項

の
追
加
お
よ
び
出
動
報
酬
額
の
引
き

上
げ
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

退
職
報
償
金
の
支
給
に
お
け
る
勤

務
年
数
の
不
算
入
期
間
に
休
団
期
間

お
よ
び
停
職
期
間
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
建
築
物

の
長
期
優
良
住
宅
認
定
事
務
手
数
料

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
本
市
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
、

新
た
な
「
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

プ
ラ
ン
」
の
基
本
構
想
の
策
定

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
等
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
世
帯
な
ど
に
対
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

度
分
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
に
大
部
由
美
さ

ん
を
任
命

■
人
権
擁
護
委
員
に
足
立
光
枝
さ
ん

を
推
薦

■
監
査
委
員
に
米
村
一
三
さ
ん
を
選

任■
教
育
委
員
会
教
育
長
に
山
本
淳
一

さ
ん
を
任
命

議

員

提

出

議

案

■
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議

陳

情

の

審

議

結

果

■
不
採
択

◇
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

　

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

　

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◇
原
発
災
害
時
の
屋
内
退
避
中
の
支

　

援
体
制
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
具

　

体
的
な
説
明
を
求
め
る
陳
情

　このたび、教育長を拝命し、４月から就任しました

山本淳一と申します。

　本市の教育全般を担う責任と重さに身が引き締まる

思いの毎日です。子どもたちの幸せに結びつく学力向

上や社会に開かれた学校づくりはもとより、多様な価

値観を受け入れ共生していく社会が求められている今、

市民の皆さんお一人お一人の生涯にわたる学びの創造

が、私に課せられた使命だと考えております。教育の

まち境港を創る取り組みに全力で邁進してまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。

新しく教育長が任命されました

11　令和４年５月



令和４年度鳥取県西部広域行政管理組合
一般会計　当初予算の概要

▼問い合わせ先
　鳥取県西部広域行政管理組合
　　事務局　総務課　☎ 22－ 7732

市町村 負担金

境港市 5億 888万円

米子市 25億 6,057万円

日吉津村 1億 1,882万円

大山町 3億 6,400万円

南部町 2億 5,681万円

伯耆町 2億 7,161万円

日南町 1億 5,303万円

日野町 1億　 792万円

江府町 1億　 511万円

計 44億 4,675万円

分担金および負担金
44億6,759万円(91.3%)
うち市町村負担金

使用料および
手数料
4,670万円
(1.0%)

組合債
1億 9,550万円
(4.0%)

財産収入
1,218万円
(0.3%)

諸収入
2,662万円 (0.5%)

消防費
29億 2,696万円
(59.8%)

衛生費
12億 6,764万円
(25.9%)

公債費
4億 5,696万円
(9.4%)

民生費
4,792万円
(1.0%)

予備費
1,000万円 (0.2%)

歳 入歳 入 歳 出歳 出
48億 9,339万円48億 9,339万円 48億 9,339万円48億 9,339万円

　２月組合議会定例会で、今年度の当初予算が決まりました。一般会計予算額は４８億９，３３９万円で、対前年度当初予
算比で２．９％の増となっています。
※鳥取県西部広域行政管理組合は、鳥取県西部圏域の2市 6町 1村により組織された団体で、主に消防事務や不燃物処理
　施設の管理運営などを行っている特別地方公共団体です。

※表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、合計額が一致しない場合があります。

総務費
1億 8,276万円
(3.7%)

議会費
116万円(0.0%)

繰入金
1億 1,000万円
(2.2%)

県支出金
3,480万円
(0.7%)

道路工事に伴う交通規制
▼工事箇所　　　渡町

▼工事期間　　　５月上旬～８月下旬（原則、土曜日、日曜日、および祝日は休工とします）

▼交通規制　　　片側交互通行　（規制時間 午前９時～午後５時、規制延長 60～70ｍ）

　　　　　　　　※通行にあたっては、交通誘導員の指示に従ってください。

▼工事内容　　　道路改良工事に先立ち、道路沿線に生えている街路樹（ケヤキ）の伐採工事を行います。

▼問い合わせ先　鳥取県西部総合事務所　米子県土整備局　道路都市課　☎３１－９７３２

市報さかいみなと　12



【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

13　令和４年５月



　ハラスメントとは、「いろいろな場面でのいじめや嫌がらせ」「他者への発言や行動などが、する側の

意図に関係なく、相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、不利益や苦痛、脅威を与えたりする行為」

のことです。ハラスメントは、特定の相手に対して継続的に行うところに、基本的な特徴があります。

たとえ「ささいな」嫌がらせ行為だったとしても、その行為が日常的に、「繰り返し」「しつこく」「間

断なく」行われると相手は耐えきれず、心身に大きな悪影響を受けてしまいます。

私たちの身のまわりで、働く人たちにプレッシャーを与え、精神的に追い込んでいる状況はありませ

んか。

　特に、職場でのハラスメントには、①職場での立場や優位性を利用したパワーハラスメント（パワハ

ラ）②性的侮辱や嫌がらせを行うセクシャルハラスメント（セクハラ）③妊娠・出産・育児に対するマ

タニティハラスメント（マタハラ）などがあります。

　令和２年６月から、職場におけるハラスメント防止対策が

強化され、令和４年４月からは、パワーハラスメント防止措

置が、中小事業主を含めた全企業（職場）に義務化されました。

　職場で起きるハラスメントは、その職場に何らかの問題が

あることを知らせる『サイン』ともいえます。ハラスメント

を個人間の問題としてとらえず、業務の進め方、事業計画、

雇用環境、企業風土など、職場の問題としてとらえ、あらゆ

る角度から深く考えてみる必要があるのではないでしょうか。

　一人一人の人権が尊重される職場づくりのスタートライン

が、そこにあります。

一人一人の人権が尊重される職場づくり
～ ハラスメントをしない！させない！ ～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 225

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権について理解を深めてもらうための人権啓発活動や

面談、電話、手紙〈子どもの人権SOSミニレターなど〉による人権相談（いじめ、差別、暴行・虐待、

誹謗中傷などの人権に関する相談）に応じるなどの人権擁護活動を行っています。

　毎月、老人福祉センターに特設相談所を開設しています。日程

は市報「くらしの相談日」欄（29ページ）でご案内しています。

▼人権擁護委員と担当地区

人権擁護委員　 ご存知ですか？
　　　　　　～ ６月１日は、「人権擁護委員の日」 です ～

氏　　名 担当地区

木下　美和子 渡

早川　明美 外江

本池　千尋 境

足立　光枝 上道

小灘　惠美子 余子

永見　敏明 中浜

神﨑　和重 誠道

▼電話相談窓口

　◇みんなの人権１１０番　☎０５７０－００３－１１０

　◇子どもの人権１１０番　☎０１２０－００７－１１０

　◇女性の人権ホットライン☎０５７０－０７０－８１０

一人で悩まずご相談ください。
秘密は守られます。相談は無料です。

ハラスメント悩み相談室

電話相談窓口（無料）

〈厚生労働省委託事業〉

☎０１２０－７１４－８６４

月～金曜１７：００～２２：００

土～日曜１０：００～１７：００

祝日・年末年始（12/29～1/3）を除く

市報さかいみなと　14



各種補助金のご案内

▼小規模発電設備など導入推進事業補助金

　地球温暖化対策の一環として、市内での再生可能エネルギー導入をより
一層推進するため、太陽光発電システムなどを設置される人に補助金を交
付しています。
※対象要件など、詳しくは市ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
　せください。

《今年度からの変更点》

　◇太陽光発電システム補助金の補助対象に事業所用を追加しました。
　◇太陽熱利用機器補助金の補助対象に自然循環式を追加しました。

▼飼い主のいない猫の不妊去勢手術費補助金

　飼い主のいない猫の繁殖抑制を進め、地域の生活環境保全と市民の動物愛護意識高揚を目的として、
市内で捕獲した飼い主のいない猫に不妊・去勢手術を受けさせる人に手術費用の一部を補助します。　
　飼い主のいない猫を減らすため、皆さんのご協力をお願いします。

　　１頭あたりの補助金額（上限）　　　オス８，０００円　　メス１５，０００円

　　※補助金交付決定前に手術を行った場合は補助の対象となりません。必ず手術前に申請が必要です。

新型コロナウイルス感染症対策としてのごみの捨て方
　新型コロナウイルスなどの感染症に感染した人やその疑いのある人などがご家庭におられる場合、唾
液や鼻水などが付着したマスクやティッシュなどのごみを捨てる際には、下図の『ごみの捨て方』を参
考に、「ごみに直接触れない」「ごみ袋は空気を抜き、しっかり縛って封をする」「ごみを捨てた後は手を
洗う」ことを心がけてください。
　また、これらのごみは、３日以上ご自宅内にて
取り置きし、その後、可燃ごみ集積所にだしてく
ださい（ウイルス感染力の弱体化に要する時間を
７２時間が目安とされているため）。

エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０

◇家庭用燃料電池システム（エネファーム）
　補助対象経費の１／３（上限額１２万円）

◇太陽熱利用機器（太陽熱温水器など）
　補助対象経費の１／１０（上限２万円）

◇太陽光発電システム（家庭用・事業所用）
【家庭用】　　対象設備の出力1kWあたり
　　　　　　４万６千円（上限５kW）
【事業所用】　対象設備の出力1kWあたり
　　　　　　４万円（上限１０kW未満）

◇家庭用蓄電池
　対象設備の蓄電容量１kWhあたり
　６万円（上限４０万円）

15　令和４年５月



　令和３年に県内で発生した特殊詐欺被害のうち、自宅の

固定電話にかかってきた電話がきっかけとなったものは全

体の約６２％と、６割以上を占めています。「私は大丈

夫」と自信のある人も、巧妙なだましの電話にかかれば、

詐欺だと気付く間もなく被害にあってしまいます。

　詐欺電話を防ぐには、自宅の固定電話機を防犯機能付き

のものに変えることが大変効果的です！

防犯機能付き電話機　～３つの機能で特殊詐欺を予防～

◇警告メッセージ機能

　相手に「録音する」ことを伝えます

◇注意喚起機能

　電話に出る前に注意喚起のアナウンスが流れます

◇録音機能

　通話内容を自動録音します

　また、相手の電話番号が表示される「ナンバーディスプ

レイ」機能や、留守番電話機能付きの電話機も被害防止に

有効です。自宅の電話機に留守番電話機能がついている場

合、常時留守番電話設定にしておけば、詐欺電話や迷惑電

話を撃退できます。防犯機能付き電話機などは町の電気屋

さんや家電量販店で購入できます。

　詐欺の電話はいつ、誰にかかってくるか分かりません。

この機会に、自宅の固定電話を見直してみませんか。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

　

我
が
町
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
北
前

船
な
ど
交
易
で
栄
え
た
港
町
。
山
陰
の

鉄
道
も
明
治
後
期
、
重
要
な
港
を
有
す

る
我
が
町
境
港
か
ら
始
ま
り
、
各
時
代
、

圏
域
の
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
５
年
７
月
に
は
境
港
か
ら
東
京

間
で
の
鮮
魚
試
験
運
送
に
成
功
。
大
正

９
年
に
は
全
国
的
に
漁
獲
量
が
増
え
鉄

道
の
利
用
も
活
発
化
し
ま
し
た
。

　

昭
和
４
年
１
月
の
「
境
港
商
報
」
に

よ
れ
ば
「
開
通
し
た
伯
備
線
を
使
え
ば

境
港
か
ら
倉
敷
を
大
豆
な
ら
一
俵
十
五

銭
で
運
べ
る
。
経
済
的
位
置
が
広
が
り
、

今
後
北
鮮
地
方
へ
の
定
期
航
路
が
有
望

視
さ
れ
る
。」
と
の
こ
と
。

　

戦
後
、
山
陰
沖
巻
網
漁
業
の
開
発
で

水
産
基
地
と
し
て
の
活
路
を
見
出
し
た

境
港
は
、
昭
和
28
年
第
三
種
漁
港
の
指

定
も
受
け
漁
港
整
備
が
進
み
、
昭
和
31

年
に
は
境
港
駅
か
ら
栄
町
間
の
東
臨
港

線
が
敷
設
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
35
年
10
月
に
境
港
か
ら
岡
山
間

に
鮮
魚
急
送
品
列
車
が
運
行
開
始
、
昭

和
46
年
７
月
に
は
境
港
か
ら
東
京
間
で

鮮
魚
専
用
特
急
列
車
「
ト
ビ
ウ
オ
号
」

も
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
頃
か
ら
サ
バ
な
ど

の
缶
詰
製
造
が
盛
ん
と
な
り
製
品
や
原

材
料
（
不
足
時
）
の
輸
送
に
鉄
道
が
活

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
45
年
以
降
、
道
路
の

整
備
や
自
動
車
の
性
能
向
上
、
集
配
の

利
便
性
に
よ
り
鉄
道
輸
送
は
低
調
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
外
港
昭
和

町
へ
の
漁
港
機
能
の
移
転
も
重
な
り
、

昭
和
51
年
、
境
港
駅
に
お
け
る
鮮
魚
取

扱
い
は
皆
無
と
な
り
ま
し
た
。

（
参
考
）

　

境
港
海
陸
運
送
五
十
年
の
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　

編
集【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
5858
））

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」

山
陰
鉄
道
発
祥
の
地
「
境
港
」

　

開
業
１
２
０
周
年

開
業
１
２
０
周
年 

そ
の
そ
の
④④

（（
水
産
業
と
鉄
道
に
つ
い
て

水
産
業
と
鉄
道
に
つ
い
て
））

　はじめまして、４月1日から境港市の地域おこし協

力隊に着任しました。

　德毛　文孝（とくも　あやたか）と申します。妻、7

歳の息子とともに、一家3人で東京都から移住しました。

　境港の魚と鬼太郎に引き寄せられて移住に踏み切り、

今後は伯州綿の栽培、販路拡大のためのPRに微力では

ございますが尽力していきます。

　息子の成長とともに私自身も成長して、伯州綿が魚と

鬼太郎に並んで境港を代表するものとなるよう、楽しみ

ながら活動していきます。

　どうぞ、よろしくお願いします。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

昭和３４年頃　栄町付近に
敷設された東臨港線

固定電話機を見直して
特殊詐欺の被害を防ぎましょう！

昭和３４年　鮮魚貨物列車
約１１万２千トンの大漁の年

市報さかいみなと　16



情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

239消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.13

　こんにちは。私はキン・ミヤ・モーともうします。ミャ

ンマー人です。

　２０１８年９月２日に日本へ来ました。日本の生活に慣

れていないうちは寂しかったです。慣れた後は、静かな環

境で、まわりの様々なことを見習っていい経験ができ、日

本のきれいなところや、ルールにきびしいところ、時間を

守るところがとてもいいと思っています。

　また、いろいろなことをもっと経験したいです。一番見

習いたいのはごみの捨て方です。相手に迷惑をかけないよ

うに、きちんと捨てるところです。私は、国に帰ったら、

そのことをみんなにも知らせたいと思います。自分の国で

も日本みたいに生活していきたいと思っています。

　今住んでいる町が好きです。みんな優しくて、親切な人

たちで、尊敬しています。仲間として仲良くしてくれ、わ

からないときはいつでもちゃんと教えてくれるので、あり

がたく思っています。日本にいるのが夢みたいです。これ

からもがんばります。ありがとうございます。

　晩婚化などの社会的背景から、5.5 組に１組が不妊

の検査や治療をしているといわれています。このよ

うに、不妊治療を受ける人は増えており、4月からは、

不妊治療費が保険適用されるなど、経済的支援も進ん

でいます。

　しかし、具体的にどのような方法があるのか、いつ

から始めたらいいのかなど、聞きたいことが沢山ある

けど、誰に相談したらいいんだろう…など、一人で悩

んでいる人も少なくないのではないでしょうか。

　境港市では身近なところで無料で相談できる機会

として、不妊カウンセラーを招いた妊活相談会を年5

回開催しています。不妊治療についてだけではなく、

2人目、3人目のタイミング、避妊についてなど、普

段は相談しにくいことも、なんでも相談いただけます。　

　初回は 6月 7日 ( 火 ) に保健相談センターで開催

します。事前予約も受けつけています。ぜひこの機会

にご参加ください。

▼問い合わせ先　健康推進課　☎４７－１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言

妊活相談会のご案内

【事例：情報商材】

　ネットで「ホームページを作ってアクセス数を増やせば

高額収入が得られる」という広告を見て事業者の説明を聞

いた。勧められるままにアクセス数を増加させる方法が書

かれた情報商材を購入したが、メールで送られてきたもの

は、内容が一般的で価値のないものだった。

【事例：利益誘引型サイト】

　ネットで「相談にのるだけで相手から報酬がもらえる」

というサイトに登録し相談を受けた。報酬を受け取ろうと

するが、サイトから個人情報開示費用など様々な名目で費

用を請求され続けるだけで、報酬が受け取れない。

【アドバイス】

◇副業などのノウハウと称してインターネットなどで販売　

　されている情報のことを「情報商材」と言います。

◇情報商材は購入するまで内容を確かめることができない

　ため、広告や説明と違っていたというトラブルが絶えま

　せん。少しでも怪しいと思ったら安易に事業者に連絡し

　ないでください。

◇利益誘引型のサイトは、登録は無料でできても、登録後

　にメッセージの送受信やお金を受け取るための手続き費

　用などとして高額な請求を受けることがあります。安易　

　に登録しないようにしましょう。

◇利益誘引型のサイトでやり取りをしている相手は「サク

　ラ」である場合があります。相手の言葉をうのみにせず、

　冷静に判断しましょう。

▼相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

境港市に住む外国人に聞いてみました！Part6
キン・ミヤ・モーさん（ミャンマー） ネットでのもうけ話に注意

17　令和４年５月



informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な

　

ど
が
急
遽
中
止
や
延
期
と
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

　

合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
の

申
し
込
み
受
付
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
を
対
象
に
、
最
大
２
万
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
、
国
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

申
し
込
み
受
付
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
「
健
康
保
険
証
」
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
「
健
康
保
険
証

利
用
申
込
」
や
、「
公
金
受
取
口
座

の
登
録
」
に
つ
い
て
も
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
健

康
保
険
証
」
の
利
用
の
申
し
込
み
を

希
望
す
る
人
や
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
市
民
課
で
の
手
続
き
が
必

　

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

　

じ
め
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ　

　

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
５
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ

◇
平
日　

総
務
課
窓
口

◇
５
月
15
日
（
日
）　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
窓
口

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

し
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り

に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い

た
人
は
、
申
請
者
本
人
が
来
庁
し
、

受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
は
受
け
取
り
期
限
を
過

ぎ
て
も
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
補

助
（
写
真
撮
影
無
料
）、
電
子
申
請

書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の
初
期
化
、

保
険
証
利
用
や
、
公
金
受
取
口
座
の

登
録
も
で
き
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

５
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類

　

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

市
税
の
減
免
制
度

【
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
】

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
一

部
も
し
く
は
全
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

【
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）】

　

心
身
障
が
い
者
、
ま
た
は
そ
の
障

が
い
者
の
た
め
に
家
族
が
所
有
す　

る
軽
自
動
車
や
二
輪
車
に
か
か
る
税

金
は
、
一
定
の
要
件
（
障
が
い
の
程

度
な
ど
）
に
該
当
す
れ
ば
、
減
免
さ

れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
火
）

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

【
固
定
資
産
税
】

　

次
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
一
定　

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
生
活
保
護
法
で
生
活
扶
助
を
受
け

　

る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
生
活
困
窮
の
た
め
扶
養
義
務
者
以

　

外
か
ら
私
的
な
扶
助
を
受
け
て
い

　

る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
固
定

　

資
産
（
自
治
会
広
場
・
公
園
な
ど
）

◇
災
害
な
ど
で
減
失
ま
た
は
甚
大
な

　

損
害
を
受
け
た
固
定
資
産

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

※
減
免
申
請
に
は
減
免
を
受
け
よ
う

　

と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
の

　

添
付
が
必
要
で
す
。

【
申
請
時
の
注
意
事
項
】

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
と
固
定

資
産
の
減
免
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
担
当
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
・
軽　
　

　

自
動
車
税
に
つ
い
て

　

税
務
課　

市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
７

◇
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８　
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不
妊
治
療
費
な
ど

助
成
し
ま
す

　

４
月
か
ら
不
妊
治
療
の
医
療
費
は

保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
外

受
精
や
顕
微
授
精（
特
定
不
妊
治
療
）

に
つ
い
て
は
、
治
療
内
容
な
ど
に
よ

り
保
険
適
用
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

鳥
取
県
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
に

係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
た
な
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

併
せ
て
境
港
市
に
お
い
て
も
、
県
の

助
成
対
象
と
な
る
特
定
不
妊
治
療
に

つ
い
て
、
費
用
の
一
部
を
上
乗
せ
し

て
助
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
４
月
か

ら
保
険
適
用
と
な
っ
た
人
工
授
精
に

つ
い
て
も
、
保
険
適
用
と
な
る
一
般

不
妊
治
療
費
助
成
に
併
せ
、
自
己
負

担
の
２
分
の
１
に
当
た
る
額
（
１
年

度
に
つ
き
５
万
円
の
上
限
）
を
助
成

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
０

不
育
症
治
療
費
な
ど

助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
不

育
症
の
検
査
・
治
療
を
受
け
て
い
る

ご
夫
婦
に
、
治
療
費
な
ど
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

▼
対　

象

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

　

ま
た
は
事
実
婚
を
し
て
い
る
夫
婦

②
交
付
申
請
時
に
夫
も
し
く
は
妻
の

　

い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
境

　

港
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

③
一
般
社
団
法
人
日
本
生
殖
医
学
会

　

が
認
定
し
た
生
殖
医
療
専
門
医
が

　

所
属
す
る
医
療
機
関
で
不
育
症
治

　

療
を
受
け
ら
れ
た
人

④
他
の
市
町
村
か
ら
不
育
症
治
療
費

　

な
ど
の
助
成
給
付
を
受
け
て
い
な

　

い
人

⑤
各
医
療
保
健
の
被
保
険
者
ま
た
は

　

被
保
険
者
の
被
扶
養
者
で
あ
る
こ

　

と
⑥
境
港
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
助
成
内
容

　

不
育
症
に
係
る
診
断
・
治
療
に
要

し
た
保
険
適
用
外
の
金
額
２
分
の
１

を
助
成
。
１
年
度
に
つ
き
10
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
治
療
な
ど

　

４
月
１
日
以
降
に
開
始
し
た
検
査

治
療
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
０

熱
中
症
予
防
対
策
事
業

（
エ
ア
コ
ン
購
入
費
用

の
一
部
補
助
）

▼
対
象
世
帯

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
に
エ

ア
コ
ン
が
無
く
、
次
の
⑴
ま
た
は
⑵

に
該
当
す
る
世
帯　

⑴
次
の
①
〜
⑥
の
世
帯
で
市
民
税
が

　

非
課
税
で
、
市
税
の
滞
納
が
無
い

　

世
帯

①
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
ま
た
は
80

　

歳
以
上
の
み
の
世
帯

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は

　

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

　

い
る
世
帯

③
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
人
が
い
る
世
帯　

④
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
い

　

る
世
帯

⑤
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

⑥
18
歳
未
満
の
人
を
養
育
し
て
い
る

　

ひ
と
り
親
世
帯

⑵
平
成
30
年
３
月
31
日
以
前
に
生
活

　

保
護
が
開
始
さ
れ
た
世
帯

▼
助
成
対
象
機
器

　

市
内
登
録
業
者
か
ら
購
入
し
た
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
室
温
冷
却

機
能
を
有
す
る
冷
房
器
具
１
台
の
購

入
費
用
と
設
置
に
か
か
る
経
費

▼
助
成
割
合　

※
委
任
払
い
も
可

１
世
帯
当
た
り
、
本
体
お
よ
び
設

置
費
用
の
２
分
の
１

（
助
成
上
限　

５
万
円
）

▼
助
成
回
数

　

１
世
帯
１
回
限
り

（
世
帯
分
離
さ
れ
て
い
て
も
、
同
居

者
は
同
一
世
帯
と
み
な
し
ま
す
）

▼
実
施
期
間

　

エ
ア
コ
ン
設
置

　

４
月
１
日（
金
）〜
９
月
30
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課　

保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
０

informationinformation
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informationinformation

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
３
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
３
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料　

　

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】　

毎
週
月
曜
日

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
30
日
（
木
）
を
も
っ
て
営
業

を
終
了
し
ま
す
。
営
業
終
了
ま
で
に

使
い
切
れ
な
い
回
数
券
は
、
受
付
で

払
い
戻
し
が
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

済
生
会
境
港
総
合
病
院

▼
小
児
科
外
来
の
診
察

　

４
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
午
前
中
、

金
曜
日
午
前
中
の
小
児
科
は
、
鳥
取

大
学
医
学
部
付
属
病
院
か
ら
専
門
医

が
来
院
し
、
外
来
診
察
し
ま
す
。

　

診
察
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
診
療

予
約
の
う
え
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

▼
整
形
外
科
救
急
外
来
の
制
限

　

４
月
１
日
か
ら
医
師
不
足
に
よ
り

整
形
外
科
の
救
急
対
応
を
継
続
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

当
面
の
間
、
休
日
・
時
間
外
の
整

形
外
科
疾
患
の
患
者
さ
ま
の
受
け
入

れ
を
中
止
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
６
１

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
や
用
水
路
へ
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
】

　

市
内
の
農
地
や
用
水
路
な
ど
に
、

家
電
や
家
庭
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法
投
棄

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不
法
投
棄
と

は
、
廃
棄
物
を
適
切
に
処
理
せ
ず
、

み
だ
り
に
農
地
（
自
ら
の
土
地
を
含

む
）
や
用
水
路
な
ど
に
捨
て
る
行
為

で
す
。

　

空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
軽

微
な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
農

地
利
用
の
妨
げ
と
な
っ
た
り
、
水
路

が
詰
ま
る
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
の
多
く
は
荒
廃

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
土
地
所
有

者
は
荒
廃
地
と
な
ら
な
い
よ
う
草
を

刈
る
な
ど
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

有　

料　

広　

告

種別 舗装アスファルト 土木 土木

工事名
（業務名）

境132号線舗装修繕　
工事

汚水桝新設（そのⅠ）
工事

市道維持工事

入札日 ３月２９日 ３月９日 ３月２２日

予定価格 18,707千円 14,946千円 14,638千円

落札額 18,480千円 14,647千円 13,057千円

落札率 98.8％ 98.0％ 89.2％

落札者 友貴建設㈱ ㈲隼建設 佐藤産業㈲
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中
野
港
漁
村
市

　

大
山
を
望
み
漁
村
の
風
情
漂
う
沿

岸
漁
業
基
地
の
中
野
港
で
、
２
年
ぶ

り
の
漁
村
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
行
い
、
規
模

　

を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
ご
ろ

※
販
売
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

▼
と
こ
ろ　

中
野
港
周
辺

▼
内　

容

◇
沿
岸
物
の
鮮
魚
販
売

◇
境
港
サ
ー
モ
ン
販
売

　

（
３
０
０
本
限
定
）

◇
高
校
生
の
実
習
品
販
売

◇
干
物
販
売

※
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
試
食
販
売　

　

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ

お
披
露
目
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
７
月
10
日

オ
ー
プ
ン
予
定
）
に
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
社
製
の
新
し
い
ピ
ア
ノ
が
設
置
さ

れ
る
の
を
記
念
し
、
地
元
出
身
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
17
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

　

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
市
民
ホ
ー
ル

▼
出　

演

◇
安
部
加
菜
子

　

（
ピ
ア
ノ
・
米
子
市
出
身
）　

◇
徳
山
奈
奈

　

（
ソ
プ
ラ
ノ
・
境
港
市
出
身
）

◇
山
本
耕
平

　

（
テ
ノ
ー
ル
・
米
子
市
出
身
）

▼
入
場
料

◇
一
般　

３
千
円

◇
高
校
生
以
下　

千
円

※
未
就
学
児
入
場
不
可

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
日

　

５
月
18
日
（
水
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口

　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
共
通
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
い
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
入
居　

　

を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

▼
入
居
資
格
（
高
齢
者
等
）

◇
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
等

　

の
人
は
、
優
先
入
居
の
制
度
が
あ

　

り
ま
す
。

※
詳
し
い
入
居
要
件
等
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷
金

　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

５
月
２
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

５
月
18
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

６
月
１
日
（
水
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

　

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
１
区
画　

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課　

公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

informationinformation

催催 

しし

募募 

集集

団地名
上道団地

（上道町3565）
夕顔団地

（誠道町218）
外江団地

（外江町3266-5）

種別 高齢者等 一般 一般

建設年度 平成13年 平成7年 昭和59年

構造 鉄筋・4階建 鉄筋・3階建 鉄筋・4階建

募集住戸 12棟 402号（４階） 7A棟 13号（3階） 5号（3階）

間取り等 3LDK6畳（2）、洋6畳 3DK8畳、6畳、洋6畳 3DK6畳 (2)、4.5 畳

家賃
23,500～
46,200円

22,100～
43,300円

16,100～
31,600円

「市報さかいみなと・議会だより つなぐ」がアプリで読めます

　 自治体広報紙がスマートフォンで手軽にご覧いただける、無料アプリ『マチイロ』へ「市報さかい
みなと」と「議会だより つなぐ」を配信しています。
　アプリのダウンロードは、ＱＲコードを読み取るか、『マチイロ』で検索してください。

　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。 

　※広告が表示されますが、境港市とは何ら関係ありません。

　※『マチイロ』は、株式会社ジチタイワークス（☎092-716-1404）が作成しています。

21　令和４年５月



informationinformation

職
業
訓
練

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
安
定
し
た
就

職
を
目
指
す
人
へ
職
業
訓
練
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

　

短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
概
要

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算

ソ
フ
ト
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
３
級

程
度
）
な
ど
に
関
す
る
知
識
や
技
能

を
習
得
し
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

　

５
月
25
日（
水
）〜
７
月
22
日（
金
）

▼
訓
練
場
所

　

（
有
）
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

　

（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

▼
定　

員

13
人

▼
募
集
期
間

　

５
月
13
日
（
金
）

　

正
午
ま
で

▼
応
募
資
格

　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

　

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

▼
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

※
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
は
、

　

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓

　

練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら

　

受
講
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　

（
米
子
公
共
職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

▼
鳥
取
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

鳥
取
県
内
の
職
業
訓
練
一
覧
な
ど　

の
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

公
共
職
業
訓
練
の
受
講
生

〜
未
経
験
か
ら
始
め
る
即　
　
　

戦
力
へ
の
道
〜

▼
受
講
資
格　

求
職
中
の
人

▼
訓
練
科

①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
電
気
設

　

備
施
工
科

②
産
業
技
術
科

③
ビ
ル
管
理
技
術
科

▼
定　

員

①
５
人　

②
12
人　

③
15
人

▼
訓
練
期
間

①
６
月
２
日（
木
）〜
12
月
26
日（
月
）　

　

（
７
カ
月
間
）

②
６
月
２
日（
木
）〜
11
月
28
日（
月
）

　

（
６
カ
月
間
）

③
６
月
２
日（
木
）〜
11
月
28
日（
月
）

　

（
６
カ
月
間
）

▼
受
講
料　

無
料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

▼
募
集
期
間

　

①
〜
③
い
ず
れ
も
５
月
18
日（
水
）

ま
で

▼
参　

考

◇
雇
用
保
険
受
給
者
の
う
ち
条
件
を

　

満
た
す
人
は
、
訓
練
最
終
日
ま
で

　

受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
条

　

件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講
給

　

付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

　

ま
す
。

◇
各
訓
練
科
の
見
学
会
（
５
月
13
日

　

（
金
）・
５
月
27
日
（
金
））
や
体

　

験
会
（
５
月
11
日
（
水
））
も
開

　

催
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
公
共
職
業
訓
練
の
申
し
込
み
や
雇

　

用
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　

（
米
子
公
共
職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

◇
見
学
会
や
体
験
会
に
関
す
る
問
い

　

合
わ
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

　
　
　
　
　
　
　

☎
27
‐
５
１
１
５

境
港
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
４
期
）

策
定
・
評
価
委
員
会
委
員

　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
し
、
地
域

で
と
も
に
支
え
合
う
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
地
域
福

祉
計
画
（
第
４
期
）」
を
今
年
度
に

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　
　

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、
地

域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
。
平
日
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

▼
募
集
人
数  

若
干
名

▼
任　

期　

令
和
４
年
６
月
〜

　
　
　
　
　

令
和
９
年
３
月
31
日

▼
会
議
開
催　

年
３
回
程
度

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
と

「
応
募
に
あ
た
っ
て
の
動
機
に
つ
い

て
」
４
０
０
字
程
度
を
記
入
の
う
え
、　

福
祉
課
に
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
は
土
日
祝
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　

分
ま
で

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
福
祉

　

課
窓
口
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
選
考
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限

　

５
月
27
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

　
　
　
　
　
　
　

42
‐
５
９
８
７　

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委
員
（
被

保
険
者
代
表
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

18
歳
以
上
の
境
港
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
任　

期

　

６
月
１
日
（
水
）
〜
３
年
間

▼
協
議
会
の
開
催
予
定

◇
回　

数　

年
３
回
程
度

◇
と　

き　

原
則
、
平
日
の
午
後

◇
と
こ
ろ　

市
役
所

▼
応
募
方
法

　

「
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
想

い
」
を
８
０
０
字
程
度
（
原
稿
用
紙

２
枚
）
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・　

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
載
の
う

え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

５
月
16
日
（
月
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６
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人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
推
進
に

向
け
12
月
に
開
催
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
実
行
委
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を
募
集
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
５
回
程
度
（
平
日

夜
）
開
催
し
、
実
行
委
員
は
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
企
画
・
運
営
を
行
い
ま

す
。
日
程
は
応
募
者
へ
別
途
、
連
絡

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ま
た
は　

電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課　

人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
３
０
０
１

c
h
iik
ish

in
k
o
u
@
c
ity

.sa
k
a
im
i

n
a
to
.lg
.jp

要
約
筆
記
者
養
成

講
習
会
受
講
者

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

の
意
思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記

者
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

▼
内　

容

　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
な
ど　

に
関
す
る
講
義
。

※
受
講
終
了
後
に
鳥
取
県
登
録
要
約

筆
記
者
選
考
試
験
を
実
施
予
定
。

▼
対　

象

　

高
校
生
以
上
で
、
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
人
。

▼
コ
ー
ス

◇
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

◇
手
書
き
コ
ー
ス

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
受
講
要
件
が

　

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
開
催
要
領
に

　

記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
定　

員　

各
コ
ー
ス
10
人

▼
と　

き

　

５
月
27
日（
金
）〜
11
月
４
日（
金
）

　

（
お
お
む
ね
金
曜
日
、
全
21
回
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ　

ほ
か

▼
受
講
料

　

各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

　

（
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７
０
円
別
途
）

▼
申
し
込
み
方
法

◇
郵　

送　

　

福
祉
課
に
あ
る
要
約
筆
記
者
養
成

　

講
習
会
受
講
申
込
書
に
記
入
し
、

　

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
受
講

　

申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
の
う
え
、

　

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　

送
信
後
、
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
電
子
メ
ー
ル

　

鳥
取
県
聴
覚
障
害
者
協
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

５
月
18
日
（
水
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

　

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

　

タ
ー

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　
　

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

h
ttp

s://to
rid

e
a
f.jp

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
み
な
と
テ
ラ
ス
」

広
報
誌
の
誌
名

　

７
月
10
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ン
す

る
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
み
な

と
テ
ラ
ス
」
の
広
報
誌
名
を
募
集
し

ま
す
。

▼
対　

象

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間

　

５
月
２
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）　

　

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
内
容

　

「
誰
も
が
分
か
り
や
す
く
」、「
親

し
み
を
感
じ
る
」、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」

よ
う
な
誌
名
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

誌
名
と
そ
の
名
前
に
し
た
理
由
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
た

ハ
ガ
キ
も
し
く
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
４
‐
０
０
３
３

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０
番
地

き
さ
ら
ぎ
・
さ
ん
び
る
共
同
企
業
体

（
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
者
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
４
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　

46
‐
０
４
７
２

市
美
術
展
覧
会
作
品

　

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
８
月

６
日
（
土
）
か
ら
10
日
（
水
）
ま
で

境
港
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▼
部　

門　

絵
画
、
工
芸
、
彫
刻
、

　
　
　
　
　

書
道
、
写
真

▼
作
品
受
付
日

　

８
月
３
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時　

　

（
時
間
厳
守
）

▼
受
付
会
場

　

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

大
会
議
室

▼
申
し
込
み
方
法

　

時
間
内
に
会
場
ま
で
直
接
作
品
と

出
品
申
込
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　

境
港
市
に
住
所
が
あ
る
、
も
し
く

は
勤
務
し
て
い
る
人
。
境
港
市
内
の

い
ず
れ
か
の
部
門
の
グ
ル
ー
プ
に
所

属
し
て
い
る
人
。

※
中
学
生
以
下
を
除
き
ま
す
。

詳
し
い
要
項
と
出
品
申
込
票
、
釈
文

票
（
書
道
部
門
の
み
）
は
、
各
地
区

公
民
館
お
よ
び
生
涯
学
習
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

Mail

FAX

FAX

FAX

Web

23　令和４年５月



ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

　

国
際
交
流
員
と
一
緒
に
ベ
ト
ナ
ム

料
理
を
作
り
ま
す
。

▼
料　

理　

　

ベ
ト
ナ
ム
の
揚
げ
春
巻
き
、
麺
料 

理
ほ
か
１
品

▼
と　

き　

５
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
対　

象　

高
校
生
以
上
の
市
民

▼
参
加
費　

千
円

▼
定　

員　

16
人

　

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

次
の
事
項
を
添
え
て
、電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
氏
名　

・
住
所　

・
電
話
番
号

▼
申
込
期
限　

５
月
13
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
７
９
５
７

　

su
isa

n
@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.　

　

lg
.jp

※
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

　

作
っ
た
料
理
を
持
ち
帰
っ
て
食
べ

　

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

伯
州
綿
の
種
ま
き
体
験

　

伯
州
綿
は
、
市
内
の
新
生
児
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
赤
ち
ゃ
ん
お
く
る

み
」
な
ど
の
原
料
に
使
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
「
お
く
る
み
」
を
受

け
取
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
次
に
受
け
取

る
親
子
の
た
め
に
、「
ぬ
く
も
り
の

綿
リ
レ
ー
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

５
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
の
伯
州
綿
畑

▼
対　

象

　

０
〜
４
歳
児
と
そ
の
家
族

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

20
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

▼
申
込
期
限　

５
月
13
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

　

n
o
se
i@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.　

　

lg
.jp米
子
市
水
道
局
会
計
年
度

任
用
短
時
間
勤
務
職
員

▼
募
集
職
種　

水
道
一
般
業
務

▼
募
集
人
数　

１
人
程
度

▼
募
集
期
限　

５
月
13
日
（
金
）

▼
職
務
内
容　

　

水
道
局
に
勤
務
し
、
一
般
事
務
お　

よ
び
水
道
業
務
（
現
場
の
軽
作
業
含

む
）
に
従
事
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

◇
年
齢
不
問

◇
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文
書
作

　

成
や
表
計
算
ソ
フ
ト
へ
の
入
力

　

な
ど
）
が
で
き
る
人

▼
採
用
予
定
日　

７
月
１
日
（
金
）

▼
試
験
日　

　

５
月
22
日
（
日
）　

午
前
10
時

▼
申
し
込
み
方
法

　

水
道
局
指
定
の
受
験
申
込
書
を
水

道
局
２
階
総
務
課
庶
務
担
当
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
受
験
案
内
（
水
道
局
本

　

庁
１
階
営
業
課
窓
口
、
２
階
総
務

　

課
、
境
港
営
業
所
に
あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
は
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

米
子
市
水
道
局　

総
務
課　

　

庶
務
担
当　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
１
１
６

事
業
承
継
個
別
相
談
会

　

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
が
手
続
き

が
複
雑
そ
う
、
後
継
者
が
い
な
い
が
、

会
社
は
存
続
さ
せ
た
い
。

　

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
主

の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
事
業
承
継
の

様
々
な
課
題
に
関
す
る
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
会
社
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

５
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

（
完
全
予
約
制
）

※
６
月
以
降
も
毎
月
第
３
木
曜
日
に

　

開
催

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階　

　

相
談
室

▼
相
談
員

　

中
小
企
業
診
断
士

　

田
原
明
夫
さ
ん

▼
申
込
期
限　

開
催
日
の
前
日
ま
で

※
た
だ
し
、
定
員
（
２
人
）
に
な
り

　

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

空
き
家
・
空
き
土
地
・
不
動
産

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

▼
と　

き　

６
月
10
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
事
前
予
約
制

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

第
２
会
議
室

　

（
米
子
市
末
広
町
２
９
４
）

▼
申
込
期
限

　

５
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

（
公
社
）
鳥
取
県
宅
地
建
物
取
引

　

業
協
会　

西
部
支
部

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
８
２
０
８

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
か
ら
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

猶
予
制
度
（
分
割
納
付
、
徴
収
の
猶

予
、
差
押
財
産
の
換
価
の
猶
予
）
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と

き
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

５
月
31
日
（
火
）

　

６
月
30
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ

　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納

　

め
る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

　

あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

informationinformation
Mail

相相  

談談

Mail

FAX
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女
性
の
た
め
の
連
合
全
国
一
斉

集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〜
職
場
で
悩
む
あ
な
た
を
応
援

（
サ
ポ
ー
ト
）
し
ま
す
〜

　

安
心
し
て
働
い
て
い
ま
す
か
？

　

連
合
は
「
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
開
設
し
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
働
く
み
な
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
や

心
配
事
の
解
決
に
向
け
、
相
談
員
が

秘
密
厳
守
で
お
答
え
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

６
月
７
日
（
火
）
〜
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
相
談
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２

※
通
年
的
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
相

　

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
24
時
間
３
６
５
日
自
動
応
答
す
る

　

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
「
ゆ
に
ボ
（
15

　

言
語
に
対
応
）
」
も
開
設
し
て
い

　

ま
す
。
「
連
合
ゆ
に
ボ
」
で
検
索

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
男
性
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

連
合
鳥
取

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
６
０
５

み
な
く
る
夕
焼
け
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〜
お
仕
事
帰
り
の
電
話
労
働
相
談
〜

　

新
入
社
員
や
異
動
・
昇
進
・
昇
格

な
ど
環
境
が
変
わ
っ
た
労
働
者
を
対

象
に
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話
で
の

労
働
相
談
を
行
い
ま
す
。
職
場
で
の

人
間
関
係
の
悩
み
、
休
憩
時
間
が
取

り
に
く
い
、
労
働
条
件
っ
て
こ
れ
で

い
い
の
？
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

５
月
25
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

み
な
く
る
米
子

　

☎
０
１
２
０
‐
６
６
２
‐
３
９
６

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所　

　

み
な
く
る
米
子

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

　
　
　

  m
in
a
k
u
ru
@
ro
u
fu
k
u
.jp

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を　

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

　

５
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ　

　

さ
い
。

▼
と
こ
ろ

　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

y
o
n
a
g
o

‐sa
p
o
@
ro
u
k
y
o
u
.

g
r.jp

Mail

Mail

　　 子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期

となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

ようこそ♡あかちゃん教室

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

▼と　き　５月２２日（日）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要です。

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容　マタニティストレッチ

　　　　　　身体を動かしてマイナートラブル解消！

▼申込期限　５月１９日（木）

※託児もあります。

　申し込みの時にお知らせください。

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用で

ご参加ください。体調不良の場合は、参加の見合わせ

をお願いします。

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２

informationinformation
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聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報

【巡回子育てプレイランド】※要事前申し込み

▼と　き　５月27日（金）午前１０時～１１時３０分

▼ところ　外江ふれあい会館

▼内　容　ひまわりのおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

※併せて、「巡回型子ども服リユース事業」も開催します。

▼定　員　１３組

▼申込期間　５月２日（月）～２５日（水）

【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼と　き　５月１７日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分　

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼対　象　乳幼児と保護者

▼内　容　5月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び、

　　　　　おはなし会、身体計測、手形、足形など

▼定　員　１０組

▼申込期間　５月３日（火）～１３日（金）　

　　　　　　

【0歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼と　き　５月２４日（火）、２５日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼内　容　赤ちゃんとわらべうたを楽しむ、離乳食・発達・

　　　　　しつけなどの相談、月齢に応じたグループに分

　　　　　かれての交流、身体計測、手形、足形　など

▼定　員　各日 １０組

▼申込期間　５月３日（火）～２０日（金）

【食育講習会】※要事前申し込み

▼と　き　５月３１日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼対　象　乳幼児と保護者

▼内　容　野菜をおいしく食べるための講話

　　　　　おやつ作りのデモンストレーション

▼定　員　１０組

▼申込期間　５月３日（火）～２５日（水）

【いも苗植え】※要事前申し込み

▼と　き　５月１８日（水）、１９日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※雨天の場合　予備日５月２５日（水）、２６日（木）

▼ところ　こども支援センター「きらきら」園庭

▼対　象　乳幼児と保護者

▼内　容　サツマ芋の苗植え

　　　　　ミニ運動会

▼定　員　各日１５組

▼持ち物　軍手、お茶、着替えなどのお出かけグッズ

▼申込期間　５月９日（月）～１６日（月）

すまいる　育成保育園
　ＯＰＥＮ　ＤＡＹ（開放日）や、親子で参加できる

イベントを開催しています。

　開催日など、詳しくはお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先　

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

「働くママを応援する」

子育て応援お仕事相談
　「扶養範囲内」「日祝休み」「学校行事への対応」な

ど子育てしながらご自身にあった仕事選びをサポート

いたします。

▼と　き　毎週月曜日～土曜日

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　☆比較的空いている土曜日がおすすめ！

▼ところ　県立境港ハローワーク

　　　　　☎４４－３３９５

　（市役所別館１階　ハローワークに入って左側）
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おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３０００円分）を交付して

います。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和３年６、９、１２月の人は、

　５月３１日（火）が申請期限ですので、ご注意くだ　

　さい。

　また、令和３年１０月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目
令和３年１２月
～令和４年２月

出生月の３～５カ月後

２回目 令和３年９～１１月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和３年６～８月 出生月の９～１１カ月後

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日

10：45～

11：20

地域子育て支援センター
「ひまわり」

※予約が必要な場合が
　あります
　☎２１－８１０３

毎月第３金曜日

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日

毎月第１金曜日
※5月 6日はお休みします

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日

毎月第４金曜日

親子で絵本を楽しむ会（境港親と子どもの劇場） 毎月第１金曜日
※5月４日はお休みします

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  5月24日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和3年 10月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  6月21日（火） 令和3年 11月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  5月16日（月） 令和2年 10月生まれの幼児

  6月30日（木） 令和2年 11月生まれの乳児

３歳児
健康診査

  5月12日（木） 平成31年 2月生まれの幼児

  6月15日（水） 平成31年 3月生まれの乳児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  6 月  7 日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）11：00～
　　　　　　　の予約制で実施

妊活相談
9：30～ 11：30
（受け付けは11：00まで）

お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

歯科検診・フッ素塗布
▼対　象　実施日におおむね1歳 9カ月～　　　　　　　

　　　　　2歳 9カ月未満までの幼児

▼条　件　前回フッ素塗布してから3カ月以上空いて

　　　　　いること。

　　　　　１人当たり年に1～ 2回実施可能。

　　　　　初回の人を優先します。

▼と　き　６月１４日（火）午後１時～２時３０分

　　　　　（受付　午後１時～）

※事前申し込みが必要です

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容　歯の染めだし、歯みがき指導、

　　　　　　フッ素塗布

▼持ち物　歯ブラシ、コップ、タオル1枚、

　　　　　母子健康手帳

※汚れてもよい服装でお越しください。

▼募集人数　２０人（予約制）

▼申込期限　６月１３日（月）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４０
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市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をして、宣伝してみませんか？

◇発行部数　12,300部

◇広告掲載場所　各ページの一番下（表紙・裏表紙を除く）

◇広告の規格・掲載料（月額）

　・１号広告（5㎝ × 18㎝）15,000円　・２号広告（5㎝ × 12㎝）10,000円　・３号広告（5㎝ × 6㎝）　 5,000円△

問い合わせ先　地域振興課　広報情報係　☎４７ー１０１０

※市報広告以外にも、ホームページバナー広告やはまるーぷバス広告などもあります。詳細についてはお問

　い合わせください。

お忘れなく！
◇ 軽自動車税

◇ 固定資産税1期　　　　　　　の納期限は　５月３１日（火）　です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します

～まちの話題～～まちの話題～

島根原子力発電所の
　　　　　　安全協定を改定

　島根原子力発電所に係る周辺地域住民の安全確保および

環境保全を図ることを目的として、平成２３年１２月２５

日に安全協定を締結していますが、当初から立地自治体

と文言の差異のある４項目について、平成２４年１１月以

降、中国電力に対し、度重なる改定の申し入れを行い、協

議を重ねた結果、約１０年の歳月を経て、この度改定に至

りました。

安全協定改定のポイント

〇中国電力は原発の再稼動など原子炉の重要な変更を事前

　に報告する。意見があった場合、中国電力は誠意をもっ

　て対応する。意見の取り扱いを含め、立地自治体と同様

　な対応を行う。

〇安全確保に必要な場合、鳥取県は立入調査できる。

〇立入調査後、鳥取県は原子炉の運転停止を含む措置を要

　求できる。

〇中国電力は核燃料物質の輸送計画を事前に連絡する。

◎問い合わせ先

　自治防災課　危機管理室

　　☎４７‐１０７１
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－境港市の人口－
　　男　：15,974人（ー 79）

　　　女　：17,037人（ー 85）
　　合　計：33,011人（ー 164）
　　世帯数：15,279世帯（ー24）

　※令和4年 3月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談 　５月１２日（木）
　６月　１日（水） 13：00～ 16：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談 　５月１３日（金）
　６月１０日（金） 13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　５月１１日（水）
　６月　８日（水） 13：30～ 15：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　５月　６日（金）
　５月２０日（金）
　６月　３日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　　http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会 　５月１９日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 　５月１０日（火）
　６月１４日（火） 10：30～ 12：30

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15 子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00 青少年育成センター　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング 　５月２３日（月） 13：00～ 15：00

健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）
予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

5月 19日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会
①スティーリー・ダン「エイジャ」
②レベッカ「メイビー・トゥモロー」

文化ホール
14：00～
15：30

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

5月 21日（土）

サロンコンサート
フルートとピアノ　魅惑の調べ
　フルート：竹田ユキコ
　ピアノ　：遠藤桃子

文化ホール
14：00～
15：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料
（飲み物などの提
供はありません）

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/

～まちの話題～
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。

　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。

　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育って
ね☆

市ホームページの
応募フォームから
ご応募ください。

ＱＲコードが読み取れない場合

https://www.city.sakaiminato.lg.jp/

index.php?view=110567

　全国的に「のどぐろ」の名称で有名となった高級魚で

す。

　喉が黒いからそう呼ばれるようになりましたが、標準

和名は「アカムツ」、脂っこいことを「むつ」というこ

とから、赤い色のムツという意味になります。

　名前のとおり、脂乗りが良く、一年を通して脂肪含有

量が多く、その身は「白身のトロ」と呼ばれ、昔から人

気が高く、特に大きなものは４０ｃｍにもなり、高値で

取引される超高級魚です。

　境漁港では春と秋によく水揚げされます。

　刺身、塩焼き、干物、あらの吸い物など、様々な料理

になりますが、今回は代表的な料理、煮つけを紹介しま

す。煮つけで身を食べた後に、煮汁と骨にお湯をかけて、

吸い物にするのもおススメです。

水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44－ 7957

53お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　のどぐろは、うろこ・内臓をとり、洗って水を
　切る。
②　鍋に醤油・みりん・砂糖を入れ、沸騰させる。
③　鍋にのどぐろを入れ、アルミホイルなどで落し
　フタをして、沸騰させたら、中火で１０分程度煮
　る。

□材料（４人分）
◇のどぐろ　　　４尾

◇濃口醤油　１６０cc

◇みりん　　２００cc

◇砂糖　 　　６０ｇ

の ど ぐ ろ の 煮 つ け

松
まつした

下 奏
そうし

志 ちゃん

（令和２年６月２３日生）（上道町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

すてきな笑顔の奏くん♪これから

もたくさん笑って過ごそうね！

藤
ふじもと

本 嶺
みね

ちゃん

（令和３年８月１０日生）（財ノ木町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

はじめてのお花見楽しかったね！

これからもすくすく成長してね。


